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モジゴケ科地衣植物の分布と
そのphotobintの形態変異に問する一考察

竹下俊治・中西稔・秋山真理子*
(1998年10月1日受理)

Morphological variations of the photobionts isolated

from the lichen family Graphidaceae

Shunji Takeshita, Minoru Nakanishi and Mariko Akiyama*

Twenty-five specimens including 10 species of lichens belonging to the family Graphidaceae

collected from various habitats in Japan, mainly Hiroshima Prefecture. Photobionts were isolated and

identified as Trentepohlia lagenifem. These algae were morphologically divided into three types. They

were the S type, the L type and the T type. The algal strains of the T type was isolated from two

tropical species of Graphidaceae. This suggests that photobionts of Graphidaceaean lichens are

morphologically specialized by the influences of the mycobiont.

Key words : Graphidaceae, lichen, photobiont, Trentepohlia lagenifera,モジゴケ科、地衣植物、共生藻、ス
ミレモ属.

はじめに

モジゴケ科地衣植物(Graphidaceae)は熱帯を中

心に広く分布する痴状地衣類である。そのphoto-

biont (共生藻)については、モジゴケ(Graphis

scripta (L.) Ach.)からTrentepohlia umbrina (Heris-

set 1946)およびT. annumta (Verseghyl961)が

報告されているほか、日本産のものについては

Nakano (1988)が26種のモジゴケ科地衣植物から

T. lageniferaを報告している。このようにモジゴ

ケ科地衣植物の共生藻は全てスミレモ属rTrente-

pohlia)に属することが分かっている。本研究では、

日本産モジゴケ科地衣植物の共生藻として報告さ

れているのはT. lageniferaのみであるという点に

着目し、モジゴケ属rGraphis)、クロミモジゴケ属

( Phaeographis 、シロミモジゴケ属( Graphina)

を様々な生育地から採取し、共生藻の形態を比較

した。また同時に、 free-livingで生育している

T. lageniferaとの比較も行った。

当苗山市立大門中学

材料および方法

本研究では、樹皮上または岩上で生育するモジ

ゴケ科地衣植物10種25標本から共生藻を分離・培

養した(図1、表1)。共生漠の分離・培養法は

Ahmadjian (1967)に従った。形態の比較は新た

な培地に移植して4週間後のものに統一し、 Tren-

tepohlia lageniferaの糸状体を形成する各細胞につ

いて長さ、幅および葉緑体について検討した。

図1.樹木に着生するモジゴケ科地衣植物
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表1.本研究に用いたモジゴケ科地衣植物

探災地　　　　　　　Culture not

Graphina hunane bsis

Graphis cognata

G. connectans

G. dupaxana

G.タroserpens

G. rikuzezsis

G. tenella
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図2.培養前のTrentepohlia lagenifera.
a :地衣体内での状軌　b :地衣体から取り出した直

後のT. lagenifera.スケール: 10pm.

結　果

本研究で得た共生藻はすべてTrentepohlia lage-

niferaであった。これはNakano (1988)の結果と

も一致する。

本来、 T. lageniferaは糸状藻類だが、地衣体内

では単細胞ないしは数細胞が連結した状態の藻細

胞に菌糸が絡まり、密集した藻類の層を形成して

いた(図2a)。各細胞の大きさは9.0-15.0/Jm X

5.0-9.0!∠m、内部に葉緑体とヘマトクロームを

もつ。ピレノイドとでんぷん粒は観察されなかっ

た。生殖,*酎包は観察されなかった(図2 b)。

寒天培地上のコロニーは緑色からオレンジ色

で、薄く平面的に発達するものや、立体的に発達す

るものがあった。糸状体は不規則に分枝し、ほふく

糸、直立糸が観察された。細胞の形は亜球形から樽

形、円柱状のものまで様々で、葉緑体は主に細胞の

側面に沿って存在していた(図3a)tへマトクロー

ムは葉緑体の少ない細胞ほど多く観察された。中

には細胞の中にヘマトクロームのみが大きな塊を

作ったものが観案された。そのような細胞を持っ

コロニーはオレンジ色をしており、それは培養期

間の長いコロニーだけでなく、比較的新しいもの

でも観察された。ピレノイドやでんぷん粒は観察

されなかった。生殖細胞である無柄胞子嚢は若い

糸状体で多く見られた。胞子嚢が形成される部位

は枝の先端や中間など、規則性は認められなかっ

た。胞子嚢はフラスコ型をしており、遊走子を放出

するための口があった(図3b)。希に長細く変

形したものも観察された。遊走子は球形から卵形

で2本の鞭毛をもち、側壁性の葉緑体を持ってい

た　Nakano (1988)は、一部の遊走子が胞子嚢から

出ず、すぐに鞭毛を失い球状の不動胞子になった

と報告しているが、本研究では不動胞子や有柄胞

子嚢、鞭毛を4本持つ遊走子は観察されなかった。

T. lageniferaは気生藻類として世界中に広く分

布しており、日本では南一南西部を中心に広範囲

で分布する。常緑、落葉広葉樹の樹皮上の他、湿っ

た石の上に生育する(Hirose and Yamagishi 1977,

Nakano and Handa 1984, Handa and Nakano 1988

and Nakano etal. 1991)。地衣植物の共生藻とし

ては、日本産モジゴケ科地衣植物(Nakano 1988)

の他、 Pyrenula japonica (Nakano and Ihda 1996)

からも報告されている。
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図3.培養後のTrentepohlia lagenifera.

a :糸状体, b :遊走子嚢.スケール:10^m.

考　察

Nakano and Handa (1984)は、 free-livingの

Trentepolia lageniferaでは、培養後のコロニーと

細胞の形態に基づき、糸状体が密に分枝して小塊

状のコロニーを形成し、細胞が短いForm Aと、

糸状体が長く伸びて租なコロニーを形成し、細胞

が長いFormBの2型が存在することを報告して

いる。本研究で得た共生藻はすべてForm　に類

似した形態を示していた。これはNakano (1988)

の結果とも一致している。

本研究で得たT. lageniferaの形態を、コロニー

の様子や分枝、細胞の長さ、幅について詳しく検

討した結果、 3型が認められた。細胞が短いもの

をS型、細胞が細長いものをL型、 L型よりも

更に細いものをT型とした(図4a,b,c)。

Free-livingのT. lageniferaの培養株から得た

FormBはS型に最も近い形態を示した。 S型の

細胞は亜球形から樽型をしており、長さ15-25

〃m、幅6-10!∠m。葉緑体が明瞭でへマトクロー

ムが観察されない細胞が多い。 L型の細胞は樽

型から円柱状をしており、長さ25-38〃m、幅5

-8〃m。葉緑体が明瞭でヘマトクロームも観察

される。T型の細胞はほぼ円柱状で、長さ18-35

〃m、幅3-5!∠m。葉緑体は不明瞭で、へマト

クロームが目立つ。糸状体にはほとんどくびれが

図4. Trentepohlia lageniferaの3型.
a: S型, b : L型　c :T型.スケール:10urn.
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表2.モジゴケ科地衣植物の種とTrentepohlia lagenifera各型との関係

T. lagenifera各型

S型　　　L型　　　T型
分布(Nakanishi 1996 )

1

4

1

2

3

Graphina hunanensis

Graphis cognata

G. amnectans

G. dupaxana

G. proserpens

G. rikuzensis

G. scnpta

G. tenella

Phaeographis as tenfomis

P. prumosa

日本全土

1　　　　1月の平均気温2℃以上

日本全土

日本全土

1　　　　　　　　日本全土

日本全土

3　　　　1月の平均気温2℃以上

※表中の数字は試料数を示す

ない。

以上の3型がどの試料から分離されたかを見る

と、モジゴケ科地衣植物の種ごとに特定の型と共

生する傾向があることが分かる(表2)。特に顕

著なのはS型のGraphis cognata, G. proserpens, G.

scripta, Phaeographis pruinosa, L型のG. tenella、 T

型のPhaeogmphis asteriformisである。 Nakanishi

(1966)はモジゴケ科地衣植物の分布を示してお

り、本研究で用いたGraphis cognata, G. proserpens,

G. rikuzensis, G. scripta, G. tenellaは日本全土に分

布する種で、 G. dupaxanaおよびPhaeographis

asteriformisは1月の平均気温が2℃の等温線以南

に分布する、いわゆる南方系の種だとしている。

このモジゴケ科地衣植物の分布とそれぞれの共生

藻の型との関係を見ると、南方系のG. dupaxana

およびp. asteriformisがT型を主要な共生藻とし

ていることが分かる(表2)。また、採集地の標

高と共生藻の型とでは、 S型、 L型、 T型のい

ずれも様々な標高で採取した地衣体から分離され

表3.地衣体の採集地の標高と　Trentepohlia
lagenifera各型との関係

標高(m)
T. lagenifera

S型　　　L型　　　T型

1 150

850

800

750

650

600

450

300

2　50

※表中の数字は試料数を示す

ており、特に関係は見られなかった(表3)。こ

のことから、共生藻であるT. lageniferaは、生育

地の環境よりも、地衣体そのものから影響を強く

受けていると考えられる。

本研究で認められたTrentepohlia lageniferaの3

型と同様な現象は、 free-livingのT. aureaを窒

素源である硝酸ナトリウム(NaNO3)の濃度を変

化させて培養した際にも見られることが分かって

いる(竹下他未発表)。それによるとT.aureaの

細胞は通常の培地ではL塑棟の細胞だが、窒素

源の濃度を高くするとS型のようになり、薄く

するとT型のようになり、葉緑体やヘマトクロー

ムの有無等もT. lageniferaの場合と非常に似てい

る。本研究に用いた培地は全てBBM (Bold's Bas-

al Medium, modified by Bischoff and Bold 1963)

に統一してあったことから、藻株ごとに窒素源の

吸収能力に差が生じていることが考えられる。こ

れは、菌糸の影響により、地衣体内で共生藻が形

態だけでなく生理的にも特殊化していることを示

唆している。
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